
基礎研究医を目指す他大学の医学部生・教員と
交流できる。
研究成果は国内外の学会で発表できる。
国際誌に論文を発表し、世界中に成果をアピー
ルできる。
研究実績があると進路選択にも有利。

大学の研究室で研究
することも可能。
ジュニアドクター育成
塾サイエンスカンファ
レンスやSSH※2生徒
研究発表会など、研
究成果を発表する
様々な機会がある。

ゼミ室にて新医学専攻コース・大学院の学生とともに
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「基礎研究医の割合は低下している」　

医学には、患者さんと直接関わって治療や研究を

行う臨床医学と、患者さんには直接関わらずに病気の

研究などを行う基礎医学があります。大学院に進学す

る学生の中で、基礎医学を専攻する医学部出身者

（基礎研究医）の割合が低下していることが問題とな

っています。基礎医学では様々な観点から病気を研

究するので、理系・文系を問わず様々な学部出身の研

究者が協働することが大切です。医学部出身者は実

習を通して実際に患者さんと接した経験があるので、

病気を具体的にイメージできる強みがあります。基礎

研究医の割合を増やすことは、研究者の協働を促進

し、病気をより深く理解することにつながります。

 基礎研究医への道のり「現在の取り組み」　

基礎研究医の割合を増やすためには、早くから基礎

医学に触れることが大切です。三重大学医学部では新

医学専攻コースという制度があり、1年生から6年生まで

の間、好きな研究室で研究し、その成果を発表すること

ができます。私の研究は、様々なデータベースとコンピュ

ータを利用して疾患と薬物の新たな関係を予測し、モデ

ル動物を用いてその予測を検証することが1つの柱と

なっています。この研究に新医学専攻コースで参加して

いる新川君（1年）、三浦君（2年）、鈴村君（3年）はすで

に全国や国際レベルの学会発表を行っています。芦川

君（臨床研修医1年目）は10報の研究論文（うち3報は

筆頭筆者）を国際誌に発表しました。岡部君（5年）は優

れた教育ツールを開発し、私はそれを用いて三重大学

ジュニアドクター育成塾※1や高大連携、オープンキャン

パスで薬理学の実習

を行っています。薬の

作用を視覚的に理解

できるので実習生に

とても好評です。

 基礎研究医養成に関する状況（H5～28年）
医学系大学院における基礎系（MD）の割合

小学生
・
中学生

ジュニア
ドクター
育成塾
など

オープン
キャンパス
高大連携
など

新医学専攻コース
（選択：1-6年）
研究室研修
（必修：3-4年）

学位取得

大学生
（三重大学医学部医学科）高校生 大学院生

（出典）　文部科学省調べ
教育ツール（心拍数を測定）を使った実習風景

※1：三重大学ジュニアドクター育成塾　https://jr-doc.pj.mie-u.ac.jp/
※2：スーパーサイエンスハイスクール

※MDとは医師免許を持つ者
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「将来展望」　

基礎研究医を目指す全国の医学部生の交流を深めるため、西日本

医学生学術フォーラムや次世代MD研究者育成プロジェクト全国リトリ

ートなどに積極的に参加しています。今年の全国リトリートでポスター

発表優秀賞を受賞した弓削君（6年）（P25に掲載）は卒業後、卒後臨床

研修と並行して基礎系（統合薬理学）大学院生として研究を続けます。

ジュニアドクター育成塾からは2名の中学生が統合薬理学の研究室に

来て、すでに育成プログラムの第二段階の研究を行っています。様々な

年齢の学生さんが基礎医学の楽しさを実感できる研究室づくりを通し

て、基礎研究医の養成に微力ながら貢献していきたいと思います。

臨床系
臨床系（MD）
基礎系
基礎系（MD） 大学院進学者における基礎系（MD）の割合

基礎系（MD※）の割合は、増加基調にあるものの、ほぼ横ばいであ
り、その割合を高めることが必要
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基礎研究に

進むきっかけを

早い時期から提供

しているんだね。

未来の

研究者がたくさん

輩出されると

いいね。
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